
新製品のスムーズな量産化に向けた、 
構想設計・仕様検討段階におけるMCUの選び方、要求仕様の実現 
 
MCU を用いたシステムの製品仕様を決定するためには、お客様が希望する製品仕様(理想)と実際に実現可
能な仕様(現実)のバランスをとることが必要です。この資料ではバランスのとり方を示すとともに、スムーズな量産
化への移行および、低コスト化のためにMCU を置き換える手法を述べます。 
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